
第 55 回自治体学校 in 新潟に参加しました 
「阿賀野市産業経済振興条例」後の取り組みに学ぶ 

産業経済実態調査、市内団体参加で「基本計画」の策定 
 新潟市に隣接する阿賀野市（４町合併により人口４万４５００人）は、

０９年議員提案で、「産業経済振興条例」を制定しました。 

条例制定後は、地元企業や商工会、農業団体、新潟大学などが参加し、

２年間かけて「基本計画」を策定。11 年には、すべての市内事業者を

対象に、目的や課題、実態を明らかにする「産業別調査」や 1500 人を

対象に、買い物や商店街の利用などの意識動向調査を実施。 

基本計画では、4 つの将来目標、3 つの重点戦略（地域ブランド化、

農業 6次産業化、中心市街地活性化）を掲げています。 

企業・団体の若いパワーで様々な活動を展開 
 熊本市が学ぶべきは、条例制定後の取り組みです。基本計画策定委員

会に参加した若者を中心に、地場産業である安田瓦をアピールする「や

すだ瓦ロードフェスティバル」や、異業種交流の「あがのわくわく産業

フェア２０１２」が取り組まれています。住宅リフォーム助成制度（3

年間で 2 億 2 千万円の予算、2 割助成、限度額 30 万円）や地場瓦の利

用促進の補助制度もスタートしています。報告を聞き、熊本市でも条例

を生かす取り組みの必要性を痛感しました。 

  

朴教授（左から２番目）と池上洋通自治体問題

研究所・主任研究員（左端）と上野議員（右端）

と益田議員（右から２番目）で記念写真 

自治体研究者発行のおすすめの書籍の紹介：お母さん町長奮闘記（京都・与謝野町長太田貴美著） 
長友先生、国保ってなんですか（長友薫輝、正木満之、神田敏史著）等多数。 

 

自治体問題研究所創立 50 周年記念事

業として、「韓国の地方自治―その現状と

展望」と題し、1998 年、韓国の民主化

の中で芽吹いてきた、「地方自治」につい

ての朴珍道忠南大学経済学科教授の講演

がありました。日は浅いけれど、盧政権

の下で、04 年、地方分権特別法を制定し、

住民投票や住民リコール制度を法制化。

労働運動や様々な市民運動が、活発に展

開されているのが印象に残りました。 
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韓国の地方自治について朴珍道教授が「特別報告」 

 「みんなが先生、みんなが生徒」で全国の貴重な実践を学ぶことができ

る「自治体学校」に、益田牧子議員、上野美恵子議員、松岡徹県議が参

加しました。記念講演は、渡辺治一橋大学名誉教授の「参議院選の結果

と安倍政権」と題した講演。構造改革、改憲を阻むためには、地域での

良心的保守層との連携・共同の必要性が強調されました。熊本市では、

議員提案で「中小企業振興基本条例」を制定しており、分科会は、「地域

経済再生へのみちすじ」に参加し、「どう生かしていくのか」学ぶことが

できました。ナイター企画では、「高い国保料を考える」に参加し、後期

高齢者医療広域連合議会の経験から、「国保の県段階の広域化」の問題点

などを発言しました。分科会など簡単に報告します。 
 



 
 
 
 
 
 1976年に建設され、約30年経過

していた「旧福祉会館」の再整備が

市民参加で行われ、「清瀬けやきホー

ル」へと生まれ変わりました。 
再整備の検討過程では、市民アン

ケートが実施され、検討委員会へは

公募市民が委員として参加しました。  
方針の決定に至る段階で、市民参

加による検討が行われ、「増築・耐震

改修によるリニューアル」という方

向性が出されました。 
 
 
 プロポーザル方式で事業者が決定

され、①耐震化、②ホールを広げる、

③集客力を高める、という 3つの条

件を満たす企画として、「（株）青木

茂建築工房」が設計者に。全面改修

で、費用は約 15億円でした。 
  用途：市民センター、図書館 

公会堂（ホール）など   

延床面積：3,972 ㎡ 

 

 
  
 
 
 
2006 年 9 月 町内プロジェクトチーム

が立ち上げられ、「清瀬

市民センター再整備基

本構想」（案）作成  

2006年10月 再整備に関する「市民ア

ンケート」を実施 

2007 年 6 月 再整備検討委員会の立ち

上げ（公募市民も参加） 

2007年10月 再整備検討委員会答申 

「増築・耐震改修による

リニューアル」に決定 

 
 
 工事費（本体他）11 億6700 万円 

 設計費他   1 億6,000 万円     

 総事業費  14 億8,800 万円 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 新築のようになった「けやきホー

ル」は、2012年度には年間利用者数

がリニューアル前を上回りました。 

館内は、リニューアルとは思えない

ほどピカピカで、明るく、木材がふ

んだんに使われ、あたたかい雰囲気

でした。客席は、座り心地の良い固

定席で、広くゆったりと座れます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
どこに座っても、音がよく、舞台を

見やすいホールです。 
 リニューアルの実際を見て、公共

施設を使えるのに築 30 年で壊して

はならないと実感しました。 
 建設して 32 年しか経たない、ま

だ使える「産業文化会館」を取り壊

すのは、もってのほかです。「清瀬け

やきホール」にならって改修し、利

用すべきです。 
 
 
 
 
 

建物は、長く大切に使う時代です 

建物の再生・長寿命化を図る「リファイニング建築」の実際を見る 「清瀬けやきホール」視察報告（東京都清瀬市） 上野みえこ 

市民参加で、老朽化した「市民センター」築 30年の再生を検討 

 

市政 40周年事業としてリニューアル、生まれ変わってオープン 

新築のようになった「清瀬けやきホール」、費用は約 15億円 
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